
『インフルエンザ予防とエイズ予防月間』

今日は「東京都エイズ予防月間」にちなんで、エイズの予防についてと、これからのシーズンに流行するインフルエンザの予防について、東京都多摩小平保健所の保健師、福田さんと石川さんにお話しを伺います。

　どうぞ、よろしくお願いします。
エイズ
【アナウンサー】　まずエイズ予防月間についてお聞きします。これはどのようなキャンペーンですか？
【職員】
東京都では毎年、世界保健機関（WHO）が「世界エイズデー」と定めた12月1日をはさむ1か月間、11月16日から12月15日までの期間を、「東京都エイズ予防月間」と定めています。

毎年、テーマを決めて、広く都民の方を対象とした啓発キャンペーンを実施しています。

今年度のテーマは、「わたしの一歩から。」となります。
「正しい知識が、社会の意識を変えていきます。まずは、一人ひとりの一歩からはじめましょう。」という意味が込められています。
【アナウンサー】　いま、東京都にはどれくらいのエイズ患者さんがいるのでしょうか？

【職員】
東京都福祉保健局が発行しているエイズニューズレターによりますと、昨年（平成30年）１年間に東京都で新規に報告されたHIV感染者とエイズ患者の合計数は422件で、前年から42件減少しました。

国籍別及び性別では、「日本国籍の男性」がおよそ8割と最多でした。
推定感染経路別では、「性的接触」によるものが最も多く、特に「同性間の性的接触」の割合が最多でした。

【アナウンサー】　今のお話しですと、エイズ患者さんは都内で減っているということですか？

【職員】
統計上、ここ10数年間の東京都におけるHIV感染者とエイズ患者を合わせた新規報告数は、毎年、およそ400件から500件です。
また、日本全国では、新規報告者数のうち、およそ3割が、エイズを発症してから見つかっています。
HIVに感染していることを気づいていない人が、数多くいると推定されています。
そのため、新規報告数が減少しても、まだまだ油断できない状況です。

【アナウンサー】　そもそもエイズとはどのような病気でしょうか？
【職員】
ＨＩＶに感染後、体の抵抗力が落ちることで発症する疾患のうち、代表的な23の疾患のうち１つ以上を発症すると「エイズ発症」と診断されます。
エイズとは、英語での「後天性免疫不全症候群（Acquired Immuno Deficiency Syndrome）」の頭文字を取ったものになります。

免疫力が低下すると、本来ならば自分の力で抑えることのできる病気を発症してしまいます。

【アナウンサー】　エイズの原因はなんですか？
【職員】
原因は、「ヒト免疫不全ウイルス」、いわゆる「HIV」になります。

このHIVに感染することで、からだの免疫力が低下します。

ヒトのからだの免疫の仕組みの中心であるTリンパ球という白血球などにHIVが感染し、からだを病気から守っている免疫力を低下させていきます。

【アナウンサー】　HIVにはどのように感染するのでしょうか？

【職員】
HIVは、感染している人の血液、精液、膣分泌液、母乳に多く含まれ、粘膜や傷口を通してうつります。

感染力が非常に弱いため、性行為以外の社会生活で感染することはまずありません。

感染経路は主に3つあり、性行為による感染、血液を介しての感染、母親から赤ちゃんへの感染となります。

【アナウンサー】　HIVに感染しているかどうか調べるためにはどうすれば良いでしょうか？

【職員】
HIV感染には特徴的な症状がありません。

そのため、HIVに感染したかどうかを調べるには血液検査を受けるしか手段がありません。

少量の血液（約5cc）を採り、HIVに対する「抗体」があるかどうかを調べます。
【アナウンサー】　血液検査を受けるにあたって注意点はありますか？
【職員】
HIVの感染初期には、検査しても分からない時期があります。
それは、HIVに対する抗体が作られるまでに、約6週間から8週間ほどの時間がかかるためです。

そのため、正しい結果を得るためには、感染機会があった日から60日以上経ってから血液検査を受けるようにしてください。

【アナウンサー】　多摩小平保健所では、その血液検査を受けられるのでしょうか？

【職員】
多摩小平保健所では、原則、毎週火曜日の午後1時30分から午後3時までの間、HIV検査と性感染症の検査を同時に実施しています。

事前の予約は不要です。

無料で、匿名ですので、ご心配な方は、ぜひ受けてみてください。
【アナウンサー】　多摩小平保健所以外では、どうでしょうか？

【職員】
HIV検査は、多摩小平保健所を含めて、全国ほとんどの保健所で受けられます。

自分の住んでいる地域以外の保健所でも受けられます。

また、医療機関では有料となりますが、希望すれば検査を受けることが出来ます。

【アナウンサー】　多摩小平保健所でのHIV検査は、若い方、例えば高校生でも匿名で受けられるのでしょうか？

【職員】
はい、どなたでも匿名で検査を受けることができます。

しかし、もし検査の結果、HIVに感染していることが判明した場合には、専門医療機関での治療をうける必要があるため、ご本人と話し合い、保護者の方のご協力をいただくことがあります。

【アナウンサー】　HIVへの感染を予防するためにはどうすれば良いでしょうか？
【職員】
先ほどもお話しましたとおり、HIVへの感染で最も多いのは性行為です。

HIVへの感染を防ぐためには、必ずコンドームを正しく使用すること、また、パートナーに正しく使用してもらうことが重要となります。

相手に感染させないためにも、また自分自身を守るためにも、感染予防をすることが重要となります。

【アナウンサー　】　エイズの治療はどれくらい進歩しているのでしょうか？

【職員】
エイズは、もはやかつてのような「死の病」ではなくなりました。
最近では「1日1回1錠」の服用で済むお薬が開発されています。

HIVに感染しても、感染を早くに知り、治療を早期に開始して継続することで、
エイズ発症を防いで、感染していない人と同じくらい長く、健康的な社会生活を送ることが出来るようになっています。

【アナウンサー】　エイズの感染知識で一番理解して欲しいことは何でしょうか？

【職員】
HIV感染やエイズを正しく理解するだけでなく、『自分も他者も大切にする』気持ちをもつことで、適切な予防行動につながります。また、HIVやエイズに対する誤解や偏見をなくすことができると思います。

【アナウンサー】　エイズ検査を受けたいと思っても、プライバシーが守られるのかが不安で近所の病院には行きたくないという人もいると思うのですが・・。
【職員】
たしかに、病院やクリニックでの検査となりますと、匿名で受けることはできません。
しかし、保健所では、検査を受ける方の名前や住所を知らせずに、検査を受けることができます。

プライバシーはしっかりと守られます。

エイズ予防月間中は、普段はHIV検査を実施していない保健所が検査をしたり、夜間に検査ができたり検査の機会を増やしています。

保健所によっては、事前の予約が必要な場合がありますので、事前に問い合わせるか、ホームページなどでご確認ください。

まとめますと、HIV感染は、予防することができます。
自分自身や大切な人を守るためにも、ぜひコンドームの正しい使用などの予防を心がけるようにしてください。

また、不安をお持ちの方は、保健所での検査は無料ですので、ぜひ受けてみてください。

エイズに関する相談は、東京都多摩小平保健所のほか、東京都HIV・エイズ電話相談の窓口もあります。心配なことがあれば、お電話でご相談ください。

インフルエンザ
【アナウンサー】　次にインフルエンザについてお聞きします。
インフルエンザと一般的な風邪の違いは何ですか？

【職員】
一般的な「風邪」は1年を通して見られるのに対して、インフルエンザは季節性を示し、日本では、例年11月～12月頃に流行が始まり、1月～3月頃に流行のピークを迎えます。
「風邪」の多くは、発症後の経過がゆるやかで、発熱は軽度であることが多く、くしゃみ、のどの痛み、鼻水・鼻づまりの症状が主に見られます。
これに対して、インフルエンザは、38℃以上の高熱を伴って急激に発症し、悪寒や全身倦怠感、関節痛、筋肉痛、頭痛などの全身症状が強く現れます。

なかには、重い肺炎や脳炎などを合併して死亡する例も見られたりします。
【アナウンサー】　特に気をつけなければならない人はどのような人ですか？

【職員】
インフルエンザは、お子様ではまれに「急性脳症」を、また、ご高齢の方や免疫力の低下している方では「肺炎」を伴うなど、重症になることがあります。
慢性の呼吸器疾患、心疾患や糖尿病にかかっている方、腎機能の悪い方、ステロイド内服などで免疫力の低下した方も重症化のリスクが高くなります。
ご本人だけでなく、周囲の方々を含めてインフルエンザに感染しないように、また、感染させないように配慮することが重要となります。
【アナウンサー】　どのように感染する（うつる）のでしょうか？
【職員】
インフルエンザの感染経路は、2つあります。

一つ目は「飛沫感染」です。
これは、患者さんの咳やくしゃみで出る“しぶき”に含まれるインフルエンザウイルスを吸い込むことによるものです。

もう一つは、「接触感染」といって、インフルエンザウイルスが付着した手で、鼻や口の粘膜を触ることでうつります。

インフルエンザウイルスは、皮膚を通しては感染しないので、患者さんの咳やくしゃみ、鼻水のついた手で鼻や口などの粘膜を触ることで感染します。
【アナウンサー】　予防のためには何に気をつければ良いのでしょうか？
【職員】
インフルエンザに限らず、全ての感染症予防は「手洗い」が基本となります。

石鹸をつけてよく手を洗ってください。

また、十分な休養とバランスの取れた栄養摂取によって、免疫力を高めておくことも大切です。

咳の症状がある方は、マスクをしたり、口をティッシュなどで覆うなど、周りに“しぶき”が飛び散らないように気をつけてください。

そして、インフルエンザが流行する前にインフルエンザワクチンを接種することをお勧めします。

【アナウンサー】　「咳エチケット」という言葉を時々聞きますが、どういう意味でしょうか？
【職員】
ウイルスを含んだ“しぶき”は、くしゃみや咳で1～3メートルほど飛び散ります。

その“しぶき”が他の人にかからないようにマスクをすること、“しぶき”が飛ばないように口や鼻をティッシュやハンカチなどで覆うことを、「咳エチケット」と呼びます。

まわりの方にもお知らせいただき、ぜひ皆さんで感染拡大防止に努めてください。
【アナウンサー】　どのような症状が出たら、インフルエンザ感染を疑ったら良いでしょうか？
【職員】
目安としては、比較的急速に38℃以上の発熱が出て、せきやのどの痛み、全身の倦怠感を伴う場合にはインフルエンザに感染している可能性を考えてください。

発症から48時間以内に、抗インフルエンザウイルス薬の服用を開始すれば、発熱期間が短縮されるなどの効果が期待出来ると言われています。
インフルエンザかなと疑ったら、早めに医療機関を受診しましょう。
【アナウンサー】　インフルエンザはどうやったら治るのでしょか？
【職員】
安静にして睡眠を十分にとり、水分補給することがインフルエンザ治療の基本です。

インフルエンザの治療には、抗インフルエンザウイルス薬というものがあります。
お薬は医師が必要と認める場合にのみ処方されますので、もし処方されたら、指示に従って服用するようにしてください。
【アナウンサー】　インフルエンザにかかった場合、いつから学校や職場に復帰して良いですか？
【職員】
一般的に熱が下がっても、しばらくはウイルスの感染力が残っているため、他の人に感染させる可能性があります。
学校保健安全法では、インフルエンザ発症後5日を経過し、かつ解熱した後2日を経過するまでが出席停止期間となっています。

職場復帰についての決まった法律はありませんが、感染拡大防止の観点から自宅安静が推奨されます。
それぞれの職場の方針と医師の指示に従うようにしてください。
【アナウンサー】　インフルエンザ予防について、リスナーから質問が届いています。
①その年によって流行する型が違うと思いますが、毎年何型のワクチンを打つかはどういう基準で決めているのでしょうか？ 
【職員】
国内のインフルエンザワクチンの製造株の選定は、毎シーズン、世界保健機関（WHO）が推奨する株をもとにして決められています。

厚生労働省の審議会で、毎年、ワクチン製造株の検討が行われて、その検討結果がワクチンメーカーに伝えられます。

期待される有効性と、ワクチンの供給可能量を踏まえた上で、有益性が最大となるように決められているそうです。

【アナウンサー】　②インフルエンザワクチンは3か月間効力があると聞いたことがあります。3か月経ったらまた接種した方が良いのでしょうか？
【職員】
まず一般的に、小さいお子さんの場合は、免疫機能が未熟なため2回接種する必要がありますが、成人の方であれば1回の接種で十分です。
ワクチンを接種してから、約2週間かけて抗体が作られ、個人差はありますが、抗体量は3～5か月間かけて徐々に減っていくものと言われています。

ただ、インフルエンザウイルスに暴露されて免疫機能が働くと抗体量は維持されるため、例えば10月にインフルエンザワクチンを接種されたとしても、今シーズンのインフルエンザ流行中はワクチン効果が持続するものと考えられます。
【アナウンサー】　予防接種を受けるのはもちろんのこととして、ほかに家庭で
できることはありますか？食べるとよいものなどはありますか？

【職員】
予防接種以外にご家庭内でできるインフルエンザ対策としては、主に４点挙げられます。

くり返しにもなりますが、「こまめな手洗い」、「休養と栄養と水分の補給」、「咳エチケット」、そして、「適度な室内加湿と換気」となります。

具体的に、何かを食べればよい、といったことはなく、やはりバランスの取れた食事をとるように心掛けてください。
【アナウンサー】 インフルエンザについての詳しい情報を知るにはどうしたらよいでしょうか？

【職員】
厚生労働省のホームページには、Q＆Aなど、わかりやすい情報が載っています。

もう少し専門的なことを知りたい方は、国立感染症研究所のホームページをご覧ください。

都内の発生状況につきましては、東京都感染症情報センターのホームページを、この地域の発生状況については、多摩小平保健所のホームページをご覧ください。

【アナウンサー】　インフルエンザ予防といえば、多摩小平保健所では、手洗いや咳エチケットをＰＲするキャラクターの「あらうさぎ」と「ますくま」の着ぐるみを作ったそうですね。
１１月の放送の時に写真を見せてもらいました！
【職員】

そうなんです！今日は「ますくま」を連れてきました！
「ますくま」入場
【アナウンサー】　わあ！いらっしゃい！今、「ますくま」がスタジオに来てくれました。

【職員】　　

「ますくま」と一緒に来たのは、企画調整担当の長瀬さんです。

【職員】
よろしくお願いします。
【アナウンサー】　とってもかわいいですね～！
ところで「ますくま」は、どんなPR活動をしているんですか？
【職員】
　圏域内で行われた秋の市民まつりで、「ますくま」や「あらうさぎ」を印刷したマスクやウエットティッシュ、子供向けのシールなどのPRグッズを職員と一緒に配りました。

１２月１４日(土曜日)と１５日(日曜日)に小平市中央公民館で開催される、「みんなの健康展」でもグッズを配布します。もしかしたら、「ますくま」に会えるかもしれませんよ。
【アナウンサー】　ここにグッズがあります！シールは可愛らしくて、小さなお子さんに喜ばれそうですね。皆さんよかったらお出かけください。
最後にひとことお願いします。
【職員】

多摩小平保健所では、今後も「あらうさぎ」「ますくま」と一緒に感染症予防をＰＲしていきます。
保健所のホームページでも活動の様子をご覧いただけますので、ぜひそちらものぞいて見てください。

【アナウンサー】
　長瀬さん、ますくま、今日はどうもありがとうございました。

本日は、多摩小平保健所の感染症対策担当の福田さんと石川さんから「インフルエンザ予防とエイズ予防月間」についてお話を伺いました。

次回、１月のテーマは、「歯の健康」です。そして、２月のテーマ、「花粉」についてのご質問を受け付けております。

